
琵琶湖系アユが琵琶湖系アユが琵琶湖系アユが琵琶湖系アユが滝畑滝畑滝畑滝畑ダム湖に定着できた理由ダム湖に定着できた理由ダム湖に定着できた理由ダム湖に定着できた理由
～最上流域での特異な生活史～～最上流域での特異な生活史～～最上流域での特異な生活史～～最上流域での特異な生活史～
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生活史の異なる生活史の異なる生活史の異なる生活史の異なるアユのアユのアユのアユの2222型型型型

両側回遊型両側回遊型両側回遊型両側回遊型

陸陸陸陸 封封封封 型型型型

海海海海から川へ遡上するから川へ遡上するから川へ遡上するから川へ遡上する

湖湖湖湖から川へ遡上するから川へ遡上するから川へ遡上するから川へ遡上する

琵琶湖系陸封型琵琶湖系陸封型琵琶湖系陸封型琵琶湖系陸封型

� 10万年前に万年前に万年前に万年前に両側回遊型両側回遊型両側回遊型両側回遊型が琵琶湖に陸封され誕生が琵琶湖に陸封され誕生が琵琶湖に陸封され誕生が琵琶湖に陸封され誕生

人為的陸封型人為的陸封型人為的陸封型人為的陸封型

�ダムの建設ダムの建設ダムの建設ダムの建設や釣りの対象魚としてのや釣りの対象魚としてのや釣りの対象魚としてのや釣りの対象魚としての放流放流放流放流によって定着によって定着によって定着によって定着

現在，由来の分かっている現在，由来の分かっている現在，由来の分かっている現在，由来の分かっているダム湖のアユダム湖のアユダム湖のアユダム湖のアユのののの
全ては両側全ては両側全ては両側全ては両側回遊型由来回遊型由来回遊型由来回遊型由来であるであるであるである



石川・滝畑ダム湖の概略図石川・滝畑ダム湖の概略図石川・滝畑ダム湖の概略図石川・滝畑ダム湖の概略図

両側回遊型両側回遊型両側回遊型両側回遊型

2017201720172017年年年年8888月にアユを発見月にアユを発見月にアユを発見月にアユを発見



滝畑ダム湖に生息している
アユの生活史や由来を
明らかにすること

目的目的目的目的



METHOD & RESULT



結果結果結果結果

滝畑のアユ滝畑のアユ滝畑のアユ滝畑のアユのののの
約約約約6666％％％％が遡上が遡上が遡上が遡上

推定生息数推定生息数推定生息数推定生息数



方法方法方法方法

投網による魚類採集投網による魚類採集投網による魚類採集投網による魚類採集（滝畑ダム湖流入河川）（滝畑ダム湖流入河川）（滝畑ダム湖流入河川）（滝畑ダム湖流入河川）

サンプリング調査サンプリング調査サンプリング調査サンプリング調査



結果結果結果結果

ダム湖ダム湖ダム湖ダム湖流入流入流入流入河川河川河川河川→顕著に顕著に顕著に顕著に小型小型小型小型

標準体長の比較標準体長の比較標準体長の比較標準体長の比較

4444月月月月21212121日日日日 4444月月月月21212121日日日日

8888月月月月18181818日日日日

7777月月月月19191919日日日日 7777月月月月16161616日日日日

5555月月月月6666日日日日 5555月月月月6666日日日日

8888月月月月18181818日日日日

石川下流域石川下流域石川下流域石川下流域 ダム湖流入河川ダム湖流入河川ダム湖流入河川ダム湖流入河川

石川下流域・流入河川の標準体長の比較石川下流域・流入河川の標準体長の比較石川下流域・流入河川の標準体長の比較石川下流域・流入河川の標準体長の比較



結果結果結果結果

・・・・1ヶ月早いヶ月早いヶ月早いヶ月早い産卵期産卵期産卵期産卵期
・・・・複複複複数回数回数回数回産卵産卵産卵産卵

産卵期産卵期産卵期産卵期

9月月月月3日日日日

10月月月月6日日日日

11月月月月12日日日日

滝畑のアユの生殖腺の変化滝畑のアユの生殖腺の変化滝畑のアユの生殖腺の変化滝畑のアユの生殖腺の変化



滝畑のアユの特異な生活史滝畑のアユの特異な生活史滝畑のアユの特異な生活史滝畑のアユの特異な生活史

滝畑のアユの生態は滝畑のアユの生態は滝畑のアユの生態は滝畑のアユの生態は
琵琶湖系アユ琵琶湖系アユ琵琶湖系アユ琵琶湖系アユのののの
湖内湖内湖内湖内残留型に酷似残留型に酷似残留型に酷似残留型に酷似

結果結果結果結果



滝畑ダム湖に生息しているアユは滝畑ダム湖に生息しているアユは滝畑ダム湖に生息しているアユは滝畑ダム湖に生息しているアユは

琵琶湖系由来琵琶湖系由来琵琶湖系由来琵琶湖系由来であるであるであるである

仮説仮説仮説仮説



方法方法方法方法 ＤＮＡ分析ＤＮＡ分析ＤＮＡ分析ＤＮＡ分析

上下流約上下流約上下流約上下流約30個体ずつ，個体ずつ，個体ずつ，個体ずつ，9領域を用いて領域を用いて領域を用いて領域を用いてマイクロサテライト法マイクロサテライト法マイクロサテライト法マイクロサテライト法を行ったを行ったを行ったを行った

DNA分析の様子分析の様子分析の様子分析の様子（（（（大阪市立大学大阪市立大学大阪市立大学大阪市立大学））））



結果結果結果結果 ＤＮＡ分析ＤＮＡ分析ＤＮＡ分析ＤＮＡ分析

滝滝滝滝畑畑畑畑ののののアユはアユはアユはアユは
琵琶琵琶琵琶琵琶湖系湖系湖系湖系に由来に由来に由来に由来しししし

小集団化が起こっている小集団化が起こっている小集団化が起こっている小集団化が起こっている



36363636年前に放流されたアユが年前に放流されたアユが年前に放流されたアユが年前に放流されたアユが
世代交代を繰り返している世代交代を繰り返している世代交代を繰り返している世代交代を繰り返している

・琵琶湖系と・琵琶湖系と・琵琶湖系と・琵琶湖系と生態が酷似生態が酷似生態が酷似生態が酷似
・・・・DNA分析から分析から分析から分析から琵琶湖由来琵琶湖由来琵琶湖由来琵琶湖由来

・・・・36年前に年前に年前に年前に琵琶湖系アユを琵琶湖系アユを琵琶湖系アユを琵琶湖系アユを
放流放流放流放流した記録が残っていたした記録が残っていたした記録が残っていたした記録が残っていた
・・・・世代交代世代交代世代交代世代交代を確認を確認を確認を確認

滝畑では琵琶湖系アユの滝畑では琵琶湖系アユの滝畑では琵琶湖系アユの滝畑では琵琶湖系アユの

小集団化小集団化小集団化小集団化が起こっているが起こっているが起こっているが起こっている

まとめまとめまとめまとめ



CONSIDERATION



考察考察考察考察

・琵琶・琵琶・琵琶・琵琶湖系アユがダム湖に湖系アユがダム湖に湖系アユがダム湖に湖系アユがダム湖に
定着した初めての定着した初めての定着した初めての定着した初めての報告報告報告報告
・アユ研究における・アユ研究における・アユ研究における・アユ研究における
重要な知見重要な知見重要な知見重要な知見



琵琶湖系アユがダム湖に定着できた理由琵琶湖系アユがダム湖に定着できた理由琵琶湖系アユがダム湖に定着できた理由琵琶湖系アユがダム湖に定着できた理由考察考察考察考察

滝畑ダム湖が滝畑ダム湖が滝畑ダム湖が滝畑ダム湖が最上流域最上流域最上流域最上流域ににににあるためあるためあるためあるため
人為的陸封型が生息して人為的陸封型が生息して人為的陸封型が生息して人為的陸封型が生息しているいるいるいる

他他他他のダム湖に比べのダム湖に比べのダム湖に比べのダム湖に比べ
低水温低水温低水温低水温でででであるあるあるある可能性がある可能性がある可能性がある可能性があるからからからから



VIEW



�琵琶湖系アユが滝畑ダム湖に琵琶湖系アユが滝畑ダム湖に琵琶湖系アユが滝畑ダム湖に琵琶湖系アユが滝畑ダム湖に

定着できた要因定着できた要因定着できた要因定着できた要因を明らかにするを明らかにするを明らかにするを明らかにする

�安全面への配慮から調査できなかった安全面への配慮から調査できなかった安全面への配慮から調査できなかった安全面への配慮から調査できなかった

「「「「湖内残留型湖内残留型湖内残留型湖内残留型」について調査を進める」について調査を進める」について調査を進める」について調査を進める

展望展望展望展望
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